
福岡県立糸島農業高等学校 

～「いのち」に学ぶ～

T E L  0 9 2 ( 3 2 2 ) 2 6 5 4 

F A X  0 9 2 ( 3 2 3 ) 5 9 2 4 

福岡県立糸島農業高等学校広報誌  糸農だより 平成２７年度 第５号 平成２７年１１月１３日（金） 発行 

 
 

 
 
 

 

10
月
19
日(

月)

に
、
天
然
パ
ン
工
房
「
楽

楽
」
の
石
原
貴
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、

３
年
生
を
対
象
に
パ
ン
製
造
実
習
を
行
い
ま

し
た
。
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
「
天
然
酵
母
」
を

使
っ
た
パ
ン
に
興
味
津
々
で

取
り
組
み

ま
し
た
。 

 
 

 

 

10
月
14
日(

水)

に
素
晴
ら
し
い
秋

晴
れ
の
下
、
１
年
生
の
「
農
業
と
環

境
」
の
授
業
と
し
て
大
切
に
管
理
し

て
き
た｢

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ｣

の
稲
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。
鋸
鎌
の
使
い
方
や
稲

の
扱
い
方
の
説
明
を
受
け
た
後
、
手

作
業
で
収
穫
し
ま
し
た
が
、
初
め
て

経
験
す
る
生
徒
も
多
い
中
、
最
後
ま

で
丁
寧
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
収
穫
し
た
米
は
、
授
業
で
「
新

米
試
食
会
」
を
行
う
予
定
で
す
の

で
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。 

 
 

 

10
月
8
日(

木)

生
徒
会
主
催
に
て
、
日
頃

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
本
校
周
辺
や
筑
前
前
原
駅

を
中
心
に
、
全
校
生
徒
で
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。 

美
化
委
員
長 

友
納
有
紀(

志
摩
中) 

「
昨
年
度
よ
り
ゴ
ミ
が
減
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
、
き
れ
い
な
前
原
を
守
っ
て
い

き
た
い
。
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

夏
休
み
に
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
家
庭

科
技
術
検
定
各
級
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
食
物
調
理
２
級
は
、
３
年
４
組
36
人
中

31
名
の
合
格
。
３
年
４
組
希
望
者
受
験
の
被

服
製
作
和
裁
１
級
に
は
５
名
、
被
服
製
作
洋

裁
２
級
に
は
５
名
全
員
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
２
年
４
組
食
物
調

理
３
級
、
被
服
製
作
３
級
に
も
多
く
の
人
が

合
格
で
き
ま
し
た
。 

 

 

10
月
７
日
（
水
）
に
中
村
調
理
製
菓
専
門

学
校
に
於
い
て
、
生
活
科
学
科
３
年
36
名
は

洋
食
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
に
行
き
ま
し

た
。
ホ
ー
ル
の
サ
ー
ビ
ス
も
料
理
を
作
る
の

も
専
門
学
校
の
生
徒
の
方
々
で
し
た
が
、
秋

ら
し
い
創
作
的
な
素
晴
ら
し
い
献
立
で
し

た
。
フ
ル
コ
ー
ス
が
出

さ
れ
る
と
、
緊
張
し
な

が
ら
も
懸
命
に
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
生
徒

達
は
、
口
数
も
少
な
く

静
か
な
食
事
時
間
を
終

え
ま
し
た
。 

第
46
回
九
州
地
区
高
校
軟
式
野
球
大
会 

 

１
回
戦 

糸
島
農
業 
２
―
１ 

津
久
見(

大
分) 

 

準
決
勝 

糸
島
農
業 

２
―
０ 

鹿
児
島
商
業(

鹿
児
島) 

 

決 

勝 

糸
島
農
業 

４
―
０ 
奈 

留(

長
崎) 

 

４
月
の
第
45
回
大
会
に
続
き
、
２
季
連
続
７
度
目
の
出

場
で
３
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
エ
ー
ス
山
﨑
将
吾

君(

志
摩
中)

は
、
粘
り
強
く
３
試
合
を
投
げ
抜
き
、
準
決
勝

で
負
傷
し
た
田
島
大
樹
君(

志
摩
中)

は
、
怪
我
を
押
し
て
フ

ル
出
場
。
洞
昇
吾
君(

志
摩
中)

は
、
決
勝
戦
の
先
制
に
繋
が

る
見
事
な
進
塁
打
。
豊
田
智
君(

志
摩
中)

は
常
に
全
力
疾

走
、
主
将
成
田
涼
君(

下
山
門
中)

は
チ
ー
ム
を
束
ね
ま
し

た
。
井
上
翼
君(

下
山
門
中)

の
適
時
打
な
ど
、
１
年
生
も
活

躍
し
ま
し
た
。
青
木
択
斗
君(

前
原
中)

の
相
手
を
思
い
や
る

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
も
光
り
ま
し
た
。
今
後
も
「
糸
農
野
球
」
を

徹
底
し
、
夏
の
全
国
大
会
出
場
を

目
指
し
ま
す
。 

 

 

10
月
13
日(

火)

に
２
年
生
の
職
場
体

験
感
想
文
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
進
学
希
望
者
も
含
め
た
全
員

が
夏
休
み
の
体
験
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
各
ク
ラ
ス
か
ら
推
薦
さ
れ
た
代

表
生
徒
が
農
業
、
接
客
等
色
々
な
職
種

体
験
を
通
じ
て
「
挨
拶
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
」「
仕
事
の
大
変
さ

を
学
ん
だ
」
と
発
表
し
ま
し
た
。
来
年

経
験
す
る
１
年
生
も
真
剣
に
聴
講
し
ま

し
た
。 

 

10
月
15
日(

木)

に
糸
島
警
察
署
、
交
通
機
動
隊
、
自
動

車
学
校
の
ご
協
力
を
得
て
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
安

全
運
転
技
能
の
向
上
を
目
的
に
、
講
話
や
実
際
に
二
輪
車

を
運
転
し
て
の
実
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

生
徒
会
長 

小
金
丸
陽
香(

志
摩
中)

 
 
(

生
徒
宣
誓) 

｢

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
命
を
守
る
運
転
を
し
ま
す
。｣ 分別されたゴミ 

 

10
月
29
日(
木)

に
糸
島
消
防
署
を
お
招
き
し
て
、
防
災

避
難
訓
練
、
及
び
消
火
器
の
使
い
方
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
評
の
中
で
、
訓
練
で
あ
っ
て
も
真
剣
に
行
動
す
る
よ
う
厳

し
い
指
導
を
受
け
、
有
事
の
際
に
は
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
防
災
に
つ
い
て
考
え
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。 

 

男
子
団
体
が
躍
進
し
ま
し
た
。
地
区
大

会
で
は
４
校
に
勝
利
し
、
県
大
会
で
は
、

九
国
大
付
に
勝
利
す
る
も
沖
学
園
に
破
れ

ま
し
た
が
、
県
ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し

ま
し
た
。
個
人
で
も
、
福
有
悠
弦
君(

志
摩

中)

浜
地
茜
さ
ん(

元
岡
中)

が
共
に
県
大
会

に
出
場
を
果
た
し
、
糸
農
柔
道
の
底
力
を

見
せ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

稲穂をじっくり観察中 

 

10
月
13
日
（
火
）
に
ア
ソ
カ
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が

稲
刈
り
体
験
を
行
う
た
め
に
本
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
園
児

全
員
が
鋸
鎌
を
使
い
、
上
手
に
稲
刈
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

６
月
に
田
植
え
体
験
を
行
い
、
小
さ
か
っ
た
苗
が
数
ヶ

月
で
大
き
く
な
り
、
た
く
さ
ん
実
っ
た
お
米
に
園
児
た
ち

も
驚
い
て
い
ま
し
た
。 

 

農業について語り合う 

壮行会にて決意表明 


